
法律で改正された主な内容 日立労組の改訂された労働協約

３歳までの子を養育する労働者について短
時間勤務制度を設けることを事業主の義務
とし、労働者からの請求があった時の所定
外労働の免除を制度化する

小学校就学始期に達する迄「所定外労
働」の免除を制度化していく

介護のための短期の休暇制度を創設する
要介護状態の対象家族が、１人であれば
年５日、２人以上であれば年１０日
子の看護休暇制度を拡充する
（小学校就学前の子が一人は年５日、二人
以上は年１０日）

介護休暇は対象者１人あたり５日・賃金
６０％支給
家族看護休暇の拡充では、小学校就学前
の子一人あたり年間５日
取得理由に「子の疾病の予防を図るため
に必要な処置」を追加

年次有給休暇は１年５日分を限度として時
間単位で取得できる

時間単位年休の新設はできず

育児・介護休業、短時間勤務、短時間正社
員制度、テレワーク、在宅就業などの個人
の置かれた状況に応じた柔軟な働き方を支
える制度整備と利用しやすい職場風土ずく
りの推進

在宅勤務制度を従来の制度に加え、「会
社が必要と認めたもの」を在宅勤務可と
する

行動指針に掲げる目標
育児休暇の取得率ー2017年までに
男性０．５％－１０％に

今年の組合要求にはありません。
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仕事・家事・プライベートを両立

男
女
共
同
参
画
会
議
の
調
査
（
上
右
図
）
に
よ
れ
ば
、

既
婚
者
の
男
性
に
お
い
て
、
生
活
の
な
か
で
「
仕
事
優
先
」

を
希
望
す
る
人
は
約
２
％
に
過
ぎ
ず
、
「
仕
事
・
家
事
・

プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
を
両
立
」
を
希
望
す
る
人
が
約
３
２
％
を

占
め
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
現
実
に
は
、
５
割
以
上
の
人

が
「
仕
事
優
先
」
と
な
っ
て
お
り
、
希
望
と
現
実
の
間
に

大
き
な
差
が
見
ら
れ
ま
す
。

今
春
闘
で
改
訂
さ
れ
た
労
働
協
約
（
上
左
図
）
は
、
４

月
１
日
か
ら
改
定
施
行
さ
れ
る
働
き
方
に
か
か
わ
る
法
律

の
具
体
的
策
定
を
、
各
企
業
と
労
働
組
合
が
交
渉
し
、
労

働
協
約
改
訂
と
し
て
反
映
さ
れ
た
も
の
で
す
。
び
っ
く
り

す
る
ほ
ど
良
く
な
っ
た
訳
で
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
世
論
と
運
動
を
反
映
し

て
改
訂
さ
れ
た
の
だ
か
ら
大
切
に
し

て
、
働
き
や
す
く
す
る
た
め
に
お
お

い
に
使
っ
て
い
き
た
い
で
す
ね
。

＜発行＞
２０１０年６月
第１７９号

日立関連労働者懇談会

〒108-0073 東京都港区三田3-2-20
（電機労働者懇談会気付）

TEL(03)3455-6006 FAX(03)3451-3595

日 立 懇

★ビラや情報をホームページで見られます。
ﾊﾟｿｺﾝ http://hitachikon.net

ｹｰﾀｲ http://hitachikon.net/i

★仕事、生活などの相談も受け付けます。
Eﾒｰﾙ info@hitachikon.net

TEL(携帯) 090-9121-0602(多田) ＱＲコードに
アクセス！

★もよりの連絡先
茨 城 090-8747-6239 (馬場)
茨 城 090-6142-6153 ( 堀 )
東 京 090-3534-8626 (谷口)
神奈川 080-5060-7728 (中村)
静 岡 090-9121-0602 (多田)
愛 知 090-4253-1217 (成木)
大 阪 06-6939-2905 ( 森 ) 働くルールの確立と、社会保障の拡充を

希
望
は
仕
事
優
先

じ
ゃ
あ
な
い
ん
だ
よ

めざせ！マジ ワーク・ライフ・バランス
法律で改訂された項目と日立労組の労働協約改訂 ワーク・ライフ・バランスの希望と現実

「ワーク・ライフ・バランス」推進の基本的方向報告（平成１９年７月）男女共同参画会議より



日
立
Ｄ
Ｐ
で
大
リ
ス
ト
ラ

日
立
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
ズ
社(

以
下(

日

立
Ｄ
Ｐ)

)

と
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
社
の
合
弁

企
業

㈱
Ｉ
Ｐ
Ｓ
ア
ル
フ
ァ
テ
ク
ノ
ロ

ジ(

以
下(

Ｉ
Ｐ
Ｓ
ア
ル
フ
ァ)

、
千
葉
県

茂
原
市
、
Ｔ
Ｖ
用
液
晶
パ
ネ
ル
を
製
造)

に(

日
立
Ｄ
Ｐ)
グ
ル
ー
プ
か
ら
出
向
中

の
従
業
員
約
８
０
０
名
の
う
ち
、
約
３

０
０
名
が(

Ｉ
Ｐ
Ｓ
ア
ル
フ
ァ)

に
転
属

(

転
籍)

さ
れ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

「
兵
庫
県
姫
路
市(

(

Ｉ
Ｐ
Ｓ
ア
ル
フ
ァ)

の
新
工
場
が
４
月
よ
り
稼
動)
で
の
勤
務
、

賃
金
15
％
カ
ッ
ト
等
労
働
条
件
の
大
幅

な
切
り
下
げ
を
の
む
者
だ
け
再
雇
用
す

る
」
と
し
、
介
護
の
親
を
抱
え
て
い
た

り
、
持
ち
家
の
ロ
ー
ン
が
あ
る
、
主
婦

な
ど
で
「
辞
め
る
し
か
な
く
な
る
」
、

「
今
で
も
苦
し
い
の
に
、
生
活
破
綻
に

な
る
」
な
ど
会
社
の
無
法
に
怒
り
の
声

が
あ
が
り
、
「
転
属
拒
否
」
の
た
た
か

い
が
す
す
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

統
合
後
の
不
安
解
消
を

５
月
11
日
に
「
ル
ネ
サ
ス
」
と
「
Ｎ
Ｅ
Ｃ
エ

レ
」
と
の
会
社
統
合
さ
れ
た
新
会
社
の
10
年
３

月
期
決
算
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
内
容
は
、

旧
Ｎ
Ｅ
Ｃ
エ
レ
は
「
純
損
益
は
同
２
８
６
億
円

改
善
の
５
６
４
億
円
の
損
失
」
、
旧
ル
ネ
サ
ス

は
「
純
損
益
が
同
１
２
１
９
億
円
改
善
の
８
１

３
億
円
の
損
失
」
と
、
合
わ
せ
て
１
３
７
８
億

円
の
赤
字
と
な
り
ま
し
た
。
新
会
社
の
経
営
目

標
は
「
市
況
の
回
復
と
統
合
効
果
を
発
揮
す
る

こ
と
で
統
合
初
年
度
よ
り
営
業
黒
字
化
を
目
指

す
」
「
必
要
な
構
造
改
革
を
統
合
の
初
期
段
階

に
集
中
し
て
取
り
組
む
」
と
し
て
い
ま
す
。
職

場
内
で
は
、
会
社
統
合
後
に
進
め
ら
れ
よ
う
と

し
て
い
る
１
０
０
日
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
よ
る

「
事
業
構
造
改
革
」
と
言
う
名
の
下
で
の
リ
ス

ト
ラ
策
な
ど
、
将
来
不
安
の
払
拭
を
図
る
た
め

に
も
労
使
の
取
り
組
み
が
緊
急
に
求
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

ル
ネ
サ
ス
・
武
蔵

（
日
立
コ
ン
シ
）
が
ど
う
な
る
の
か

４
月
16
日
に
突
然
、
横
浜
事
業
所
内
へ
の
ソ

フ
ト
ウ
ェ
ア
事
業
お
よ
び
防
衛
・
社
会
イ
ン
フ

ラ
安
全
保
障
事
業
の
拠
点
集
約
が
発
表
さ
れ
ま

し
た
。
現
在
更
地
と
な
っ
て
い
る
中
央
工
場
跡

地
を
中
心
と
し
た
新
拠
点
の
建
設
で
、
２
０
１

２
年
春
に
竣
工
予
定
で
す
。
（
日
立
コ
ン
シ
）

で
は
即
日
、
従
業
員
に
対
し
て
「
無
用
な
不
安
」

を
抱
か
な
い
よ
う
に
と
の
コ
メ
ン
ト
が
出
さ
れ

ま
し
た
が
、
「
横
浜
事
業
所
内
に
日
立
グ
ル
ー

プ
の
二
つ
の
重
点
事
業
の
拠
点
が
で
き
、
約
５
，

６
０
０
人
の
大
部
隊
が
入
る
」
と
い
う
突
然
の

発
表
は
、
長
い
間
再
建
施
策
に
耐
え
て
き
た
従

業
員
に
、
（
日
立
コ
ン
シ
）
の
将
来
だ
け
で
な

く
、
自
分
の
将
来
に
も
再
び
「
不
安
」
を
抱
か

せ
ま
し
た
。
早
急
に
、
横
浜
事
業
所
に
お
け
る

デ
ジ
タ
ル
メ
デ
ィ
ア
・
民
生
機
器
事
業
の
具
体

的
な
将
来
像
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
必
要
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

日
立
コ
ン
シ
・
横
浜

開
発
担
当
者
と
受
賞
者
は
別
？

昨
年
（
清
）
新
型
モ
ー
タ
を
搭
載
し
た
圧
縮

機
が
開
発
さ
れ
、
冷
凍
空
調
学
会
【
技
術
賞
】

や
電
気
工
業
功
績
【
優
秀
賞
】
の
受
賞
が
発
表

さ
れ
、
工
場
新
聞
な
ど
に
掲
載
さ
れ
ま
し
た
。

み
な
さ
ん
、
い
ろ
ん
な
苦
労
の
末
、
受
賞
さ
れ

た
時
に
は
、
そ
れ
な
り
の
喜
び
を
感
じ
て
い
る

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
し
か
し
、
開
発
の

中
心
的
な
担
当
者
で
は
な
く
、
そ
の
管
理
者

（
主
任
技
師
、
部
長
）
だ
け
が
受
賞
し
て
い
る

よ
う
で
す
。
こ
れ
っ
て
、
な
に
か
お
か
し
く
な

い
で
す
か
？
開
発
の
担
当
者
と
一
緒
に
受
賞
し

て
も
問
題
な
い
で
す
が
、
開
発
の
中
心
役
割
の

担
当
者
が
外
さ
れ
、
管
理
者
で
あ
る
と
い
う
だ

け
で
受
賞
す
る
の
は
、
受
賞
す
る
方
も
、
受
賞

か
ら
外
さ
れ
た
担
当
者
も
釈
然
と
し
な
い
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
管
理
者
だ
け
が
受
賞
し

て
、
実
際
の
開
発
担
当
者
が
外
さ
れ
る
よ
う
な

こ
と
は
、
社
会
的
常
識
に
反
す
る
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

日
立
ア
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
・
清
水

成
果
が
実
感
で
き
な
い
評
価

組
合
の
春
闘
で
一
時
金
の
支
給
額
が
決
ま
っ

て
も
、
実
際
の
支
給
額
は
、
事
業
グ
ル
ー
プ
毎

の
業
績
差
、
事
業
所
の
業
績
差
、
部
署
の
業
績

差
な
ど
が
反
映
さ
れ
る
。
ま
た
「
ボ
ー
ナ
ス
の

減
点
」
と
し
て
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
事
故
や
業
務

上
災
害
、
重
大
製
品
事
故
な
ど
の
問
題
を
起
こ

し
た
部
署
は
査
定
ラ
ン
ク
を
無
条
件
に
１
ラ
ン

ク
降
格
す
る
と
い
う
。
そ
の
う
え
で
の
個
人
の

成
果
評
価
な
の
で
、
「
成
果
主
義
で
成
果
に
見

合
っ
た
評
価
」
と
い
っ
て
も
、
実
感
が
な
い
。

日
立
・
大
み
か

工
場
全
体
の
慰
労
会

４
月
末
、
退
勤
時
間
後
の
17
時
30
分
か
ら
国

分
生
産
本
部
予
算
達
成
慰
労
会
が
工
場
内
の
食

堂
で
開
か
れ
た
。
課
・
係
な
ど
や
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
に
関
係
し
た
少
人
数
で
の
慰
労
会
は
あ
っ
た

が
、
工
場
全
体
で
は
初
め
て
で
あ
る
。
酒
・
ビ
ー

ル
・
お
茶
を
飲
み
な
が
ら
、
お
互
い
の
労
を
ね

ぎ
ら
っ
た
。
残
念
な
こ
と
に
仕
事
が
忙
し
い
設

計
者
は
慰
労
会
が
終
わ
れ
ば
、
ま
た
職
場
に
戻

れ
る
よ
う
、
作
業
着
姿
で
の
出
席
で
あ
っ
た
。

日
立
・
国
分

「
安
否
の
番
人
」
シ
ス
テ
ム
で
監
視
？

日
立
全
社
の
シ
ス
テ
ム
と
し
て
、
４
月
よ
り

登
録
す
る
よ
う
に
な
っ
た
「
安
否
の
番
人
」
。

自
宅
に
所
持
し
て
い
る
パ
ソ
コ
ン
や
携
帯
電
話

に
登
録
さ
れ
た
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
を
、
そ
の

「
安
否
の
番
人
」
シ
ス
テ
ム
に
登
録
す
る
よ
う

に
説
明
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
シ
ス
テ
ム
は
日
立

に
働
く
す
べ
て
の
人
が
対
象
で
、
派
遣
社
員
な

ど
非
正
規
で
働
い
て
い
る
人
た
ち
か
ら
「
個
人

情
報
保
護
」
に
抵
触
す
る
の
で
は
な
い
か
、
会

社
の
勤
務
を
終
え
て
ま
で
非
常
時
の
安
否
を
会

社
が
責
任
を
負
う
の
か
な
ど
、
多
く
の
質
問
が

出
さ
れ
ま
し
た
。
パ
ソ
コ
ン
も
携
帯
電
話
も
な

い
人
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
も
止
む
を
得
な
い
な
ど
と
、

一
体
こ
の
シ
ス
テ
ム
が
何
を
目
的
と
し
て
い
る

の
か
皆
目
わ
か
ら
な
い
と
い
う
の
が
一
番
多
く

出
さ
れ
た
質
問
で
し
た
。

日
立
・
小
田
原

●それぞれの市場

最近は、来年予定されているアナログテレビ放送の

終了や３Ｄテレビの登場などで、薄型テレビの売れ行きが好調

なようです。以前のブラウン管テレビの時代には、壊れるまで

買い替えないのが当たり前でした。しかし、最近は購入して何

年もたっていないうちにテレビを買い替える人が多いそうです。

放送を観ること以外の機能も日々発展していますから、それも

そうなのかもしれません。

同じことは携帯電話にも言えます。通話やメールが使用出来

れば良いのであれば毎シーズン毎に発売される新機種がこれ程

売れるはずは無く、携帯電話メーカはやることが無くなってし

まうはずです。そうならないのは、やはり新機能を搭載した機

種が次々に投入されるためでしょう。

それとは少し趣が違うのがＬＥＤ電球です。ＬＥＤは寿命が

長い上に電球に新機能を追加する事はおそらく無いでしょうか

ら買い替える人はいないのではないかと思います。各社がＬＥ

Ｄ電球を市場に投入し始めていますが、この市場はこれからど

のように発展して行くのでしょうか？国内の家庭に一通り普及

した後は、輸出に頼るしか無いのではないかとも思えますが…。

それとも、電球も好みに応じて買い替える時代になるのかも。

投
稿
歓
迎

（このコーナーへの投稿をお待ちしています。）

Eﾒｰﾙ info@hitachikon.net にどうぞ！！

姫路に行けない人はクビ！


